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□ボ•クープミキサー R シリーズ 

R -8 (業務用） 



取扱説明書 



•このたびは、当社の□ボ■クープミキサー R シリーズ （R —8) をお買い求めいただ 
きまして、まことにあし」がと5こ'ざいました。 

•この商品を安全に正しくご使用いただくために、お使いになる前にこの取扱説明書を 
よくお読みになし」十分に理解してください。 

•お読みになつたあとは、必ずし〗つも手元におし 〗 てこ'使用ください。 

參保証書は、この取扱説明書の最終ページに記載されておし」ます。 

必ず「お買上げ日 • お買上げ店名」等の記入をお確かめください。 

















安全上のこ'注意 . 1〜6 

\±m . 7 

各部の名称 . 8 

据付けについて . 9 

操作手順 . 10〜15 

カッターの分解と刃の付け替えかた . 16〜18 

カッターの主な特長と用途 . 19 

平刃カッターの研ぎかた . 19 

洗浄と清掃 . 20〜25 

エキストラ容器（オプション）の操作手順 . 26〜29 

故障の診断と手当 . 30 • 31 

商品保証書 . 33 















安全上のご注意 


>ご使用になる前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しくお使いください。 
(ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので必ず守ってください。 


表示と意味は次のようになつています。 


注意喚起シンポルとシグナル表示の例 


△警告 

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負5可能性が想定 
される内容を示します。 

△注意 

誤った取 LJ 扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害*の発生 
が想定される内容を示します。 


* 物的損害とは、家屋 • 家財および家畜•ぺットにかかわる拡大損害を示します。 


囡記号の例 


A 

△は、注意（警告を含む）を示します。 

具体的な注意内容は、△の中や近くに絵や文章で示します。 

左図の場合は「感電注意」を示します。 

感電注意 

⑧ 

接触禁止 

is は、禁止（してはいけないこと）を示します。 

具体的な禁止内容は、 （ S > の中や近くに絵や文章で示します。 

左図の場合は「直接手を触れないこと」を示します。 

プラグを抜く 

•は、行動の命令（強制）を示します。 

具体的な強制内容は、•の中や近くに絵や文章で示します。 

左図の場合は「差し込みプラグをコンセントから抜く」を示します。 











• 据付工事は、お買上げ店または専門業者に依頼すること 

こ'自分で据付けをされ不備があると、感電、火災の原因になります。 


• アースエ事を必ずおこな5こと 

アース線はガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しない 
でください。アースが不完全な場合は、感電の原因にな y ます。 
(電気工事士による□種接地工事が必要ですので、電気工事店に依頼 
してくださしし） 


•本機の電源は、専用の漏電遮断器付サーキットブレーカーもしくは、 
それと同等の設備のある専用コンセントを使用すること 

電源コードは途中で接続した y 、 延長コードの使用、およびタコ足 
配線をした場合には、感電や発熱、火災の原因にな l j ます。 


•電気工事は、「電気設備に関する技術基準」、「内線規定」に従って施 
エし、必ず専用回路を使用すること 

電源回路不良、容量不足や施工不備があると、感電、火災の原因に 
なることがあります。 


•屋外で使用しないこと 

雨水のかかる場所で使用されますと、漏電、感電の原因にな y ます。 


• 湿気の多い所や、水のかかり易し ui 所に据え付けないこと 

絶縁低下から漏電、感電の原因にな L 」 ます。 


#本体に直接水をかけないこと 

ショート、感電、鎬、故障の原因にな y ます。 


• 電源コードを傷つけないこと 

加工したり、引っ張ったり、たばねたり、また重いものを乗せたし」、 
挟み込んだ y すると、電源コードが破損し、感電、火災の原因にな 
y ます。 


〇 

専門業者 


@ 

アース エ事 


❶ 

専用電源 


❶ 

電気工事 


屋外禁止 


湿気禁止 


水掛け禁止 


禁止 
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• 電源プラグを使用している場合は、刃および刃の取付面にほこりが 
付着していないか定期的に確認し、ガタのないよラに刃の根元まで 
確実に差し込むこと 

ほこ y が付着した y 、 接続が不完全な場合は、感電、火災の原因に 
なります。 


•漏電遮断器または、サーキットブレーカーが 『OFF (切）』に作 
動した場合には、お買上げ店に連絡すること 

無理にレバーを 『ON (入）』にすると、感電や火災の原因になし」ます。 


•機械内部の電気装置や配線にさわらないこと 

感電する恐れがあ y ます。 


•濡れた手で電源プラグなど（電源プラグ使用の場合）の電気部品に 
触れたり、本体の各スイツチを操作しないこと 

感電の原因になることがあ y ます。 


❶ 

点検清掃 



接触禁止 


濡手禁止 


• 異常時は停止スイツチを押して機械を止め、電源プラグを抜くか、 
本機専用電源を 『OFF (切）』にしてすぐにお買上げ店へ連絡す 
ること 

異常のまま使用を続けると感電、火災の原因にな y ます。 


• お使いのガス器具がある場合、ガス器具などからガスが漏れていた 
ら、ガスの元栓を閉めて、窓をあけて換気すること 

引火爆発し危険です。 


•平刃（および、オプションの波刃）カッターは鋭利ですから、直接 
刃の部分に触れないこと 

ケガの原因にな 1 j ます。 


❶ 

専用電源切 


❶ 

ガス栓閉 


接触禁止 


•容器よ U 取 U 外したカッターは、安全な場所に置くこと 

ケガの原因にな 1 J ます。 


❶ 

置場所 
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•カッターの回転中は、容器蓋の穴部か5指、箸、スプーンなどを入 
れないこと 

ケガおよび故障の原因にな y ます。 


•カツターの回転が完全に止まるまでは、容器蓋を開けないこと 

ケガの原因になります。 


挿入禁止 


0 

禁止 


•容器に食材を入れるときや取り出すときは、停止スイッチを押して 
機械を止め、本機専用電源も 『OFF (切）』にすること 

誤って操作スイッチに触れた場合、ケガをする恐れがあ y ます。 


❶ 

専用電源切 


•容器内の食材の取 u 出しは、先にカツターを外してからおこなラこと 

誤ってカツターに触れた場合、ケガの原因にな L J ます。 


❶ 

カッター外す 


• 修理技術者以外の人は絶対に分解したり、修理はおこなわないこと 

異常動作をしてケガをした L 」、 修理に不備があると感電、火災など 
の原因にな y ます。 


分解禁止 


• 改造は絶対におこなわないこと 

改造をされると、液漏れや感電 • 火災の原因にな y ます。 


•移設は専門業者か、お買上げ店に連絡すること 

据え付け不備があると感電、火災の原因にな y ます。 


#廃棄は専門業者か、お買上げ店に依頼すること 


改造禁止 


❶ 

専門業者 



放置しますと、幼児などがケガをする原因にな LJ ます。 


専門業者 




意 


•丈夫で平らな所に水平になるよラに据え付けること 

据え付けに不備があると転倒、落下によるケガなどの原因になるこ 
とがあ y ます。 


❶ 

水平据付 


•本機の上に重量物や、水を入れた容器を置かないこと 

落下してケガをしたし」、こぼれた水で電気部品の絶縁が悪くなし」、 
漏電の原因になることがあ y ます。 


禁止 


• 電源プラグを使用の場合は、電源コードを持って抜かないこと 

必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っ張るとコー 
ドが傷つき、火災、感電の原因になることがあ y ます。 


禁止 


•熱器具を乗せた LJ 、 熱器具を周囲に置いた LJ しないこと 

熱でプラスチックが溶けたりして危険です。 


• 可燃性のスプレーを近くで使用したり、可燃物を置かないこと 

発火の原因になることがあ y ます。 


•清掃するときや点検のときは、必ず停止スイッチを押して機械を止 
め、本機専用電源も 『OFF (切）』にすること 

感電したり、ケガの原因になることがあります。 


•カッター、容器、容器蓋、モーター軸部などは使用後、必ず洗浄 • 
清掃すること 

洗浄しないと、雑菌が繁殖し、健康障害の原因になることがあし」ます。 


•カッターアッセンプリーは、必ず分解して洗浄 • 清掃すること 

洗浄しないと、雑菌が繁殖し、健康障害の原因になることがあります。 


熱器具禁止 


可燃物禁止 


❶ 

専用電源切 


❶ 

洗浄 • 清掃 
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•カツターは、洗浄液に漬けたまま放置しないこと 

泡で刃が見えず、ケガの原因にな L 」 ます。 



漬け置き禁止 


• 洗剤を使ったあとは、洗剤成分を十分に洗い流すこと 

洗剤成分が残ってし\ると、健康障害の原因になることがあります。 



洗い流す 


• ブレードケーシングの上端切欠き部を超える量の液体物を入れない 
こと 

モーター軸部よ LJ 機械の内部に流れ込み、ショート、感電、鐳、故 
障の原因にな L 」 ます。 




入れ過ぎ禁止 


•一週間以上こ'使用にならない場合は、安全のため停止スイッチを押 
して機械を止め、本機専用電源も『〇 FF (切）』にし、電源ブラ 
グを使用の場合は、コンセントから抜くこと 

電源プラグやコンセント部にほこりが溜まって発熱、発火の原因に 



なることがあ L 」 ます。 


専用電源切 


•漏鼋遮断器は月に1回動作確認すること 

漏電遮断器を故障のまま使用すると、漏電のとき動作せず、感電の 
原因になることがあ L J ます。 



動作点検 


• このお使いになっている商品を他に売った! J 、 譲渡されるときには、 
新しく所有者となる方が安全な正しい使いかたを知るために、この 
取扱説明書を商品本体の目立つ所にテープ止めすること 



テープ 止め 




カツターアツセンブリー（中257 •咼さ 145 mm 、 平刃） 

軸シールアセンブリー（予備） . 

石氏 E . 

カッター取外し固定具 . 

カッター目又夕卜し棒 . 

軸シール 外しレンチ . 

波刃カッター 

エキストラ容器アッセンブリー 


オプシ 


主要部品 


仕様 



□ボ•クープミキサー R シリーズ 



幅32〇'奥行520高さ 545 mm 
(突起物を含む幅400 • 奥行 540 dm ) 
( 蓋開時奥行710 • 高さ91 Omm ) 


三相 200 V 50/60 HZ 


. 4 A 


E .4 kW 


蓋安全装置、容器安全装置、モーター保護装置 


低速：1, 500 rpm /高速3, ◦〇◦卬 m (50 Hz ) 無負荷時 
低速：1,8◦◦卬 m /高速3, 600 rpm (60 Hz ) 無負荷時 


_ FRP 樹脂_ 

ステンレス SUS 304 (内径¢280.深さ135_.質量 3.2 kg ) 
ポリサルホン樹月旨 


.4 L 


L (低速回転時） 


37. 5 kg (本体： 32.9 kg +容器'カッターアッセンブリー： 4.6 kg ) 


長さ ：2.4 m 4心 


※上記の仕様は、品質向上のため予告なしに変更されることがあし」ますのでご了承ください。 


電 


源 

電 


流 

消 

費電 

力 

安 

全装 

置 

回 

転 

数 


本 体 
容 器 
容器蓋 


容 


液体物処理量 


質 量 


—ド 











































各部の名称 






据付けについて 


1 . 水平で丈夫な場所に据え付けてください。 

傾斜していた y 不安定な場所ですと、大きな振動が発生した y 、 転倒する恐れがあ y 危険です。 

2. 電源を接続してください。 

本機の電源は、専用の漏電遮断器付サーキットブレーカーもしくは、それと同等の設備に直接接 
続してくだ'さい。 

接続時には、モーター軸の回転方向が反時計方向になるよろに結線してください。 

逆回転になった場合は、下記の「回転方向変更の方法」を参照の上、回転方向を変えてください。 


/■ \ 
/K 回転方向確認時、モーター軸にカッターアッセンブリーを絶対に取 y 付けないでくだ 
さい。逆回転になった場合、カッターアッセンブリーが緩んで分解し、大変危険です。 

/K 移設される場合も、電源の接続は上記の方法および注意事項を順守してください。 

_ ) 


回転方向変更の方法 


正しい回転方向 
(上から見て反時計方向) 



3. 本機は、電源に電源コードを接続した場合、コードに余裕があるように据え付けてください。 
(電源コードの長さ： 2.4 m 、 4心） 

4. 本体と電源コードを、水のかからないところに据え付けてください。 

5. アースは必ず取ってください。 

アースは、電気工事士による D 種接地工事が必要ですので、電気工事店に依頼してください。 
ガス管、水道管、電話のアース線、避雷針などには危険ですから絶対にアース線を接続しないで 
ください。 

アース線は、電源コード内にある緑/黄色の線です。 








【調理を始める前に、「洗浄と清掃」の項目を参照して、容器、容器蓋、カッターアッセン 
ブリーをきれいに洗浄 • 清掃してください。】 




平刃カッターについてのお願い 

平刃カッターの刃先には、危険防止のためのカッ 
ターカバーを取り付けております。 

-調理にご使用の前には、このカッターカバー 
を取り外してください。 

-カッターアッセンブリーを分解、組立てをす 
る際、危険防止のためのカッターカパーを刃 
先に取り付けて作業をおこなってください。 

カッターアッセンブリー上部のカッターホル 
ダーナット部を持ち、本体モーター軸に真上 
からゆっくりと差し込んでください。 

左右に少し回してコトンと落ち込む位置まで 
押し下げてください。 
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フ レー ドケーシング 
切欠き部 



液体物を 4. 1 L 入れた 
ときの液面の位置 



3. 調理する材料を容器内に入れてください。 

1回に調理できる量は、調理材料によ LJ 異な 
りますが、目安として容器の1/3〜2/3の 
範囲内の量を入れてください。 


4. 液体物を処理するときは、 4. 1 L 以内で処理 
してください。ブレードケーシンク'の上端の 
切欠き部を超える量の液体物を入れますと、 
モーター 軸部より機械の内部に流れ込み、故 
障の原因にな 1 J ます。 


5. 容器蓋を閉めてください。 

容器蓋を下ろし、蓋をしっか y 押さえ付けな 
がら、蓋□ツクレバーを下げて□ツクしてく 
ださい。 


6. 本機専用電源を 『ON (入）』にしてください。 
蓋が開いているときは、橙色の安全表示ラン 
ブが点灯します。 

蓋が閉まると、橙色のランプが消え、緑色の 
調理スタンバイ表示ランプが点灯します。 

7. 速度切換スイッチを操作してください。 

低速で処理するときは「1」に、高速で処理 
するときは「2」に速度切換スイツチを回し 
てください。 


r ) 

/K 運転中は、速度切換スイッチの操作を、高速「2」から低速「1」には切り換えない 
でください。（低速「1」から高速「2」への切 y 換えはできます。） 

/K 速度切換スイッチは、「1」と「2」の中間では、絶対に操作しないでください。 
※モーターに異常な負荷がかか y 、 故障の原因になります。 

V J 


/ t \ カッターは、鋭利で危険ですから、直接刃の部分に触れないでください。 


【注意！】カッターは、必ず先に取り付けてください。調理する材料を先に入れますと、カッ 
ターの取 y 付けができなくな y ます。 



11111 J/r\ 









8. 調理スイツチを入れて調理をしてください。 



パルススイッチ 停止スイッチ 

押しているときだけ 
カッターアッセンブ1」— 

が回転します。 


操作スイッチ 

動 作 

パルススイッチ「◎」（黒色） 

押している間だけカッターアッセンブリーが回転します。 

連続調理スイッチ「〇」（緑色） 

カッタ—アッセンブリーが連続回転します。 

停止スイッチ「◎」（赤色） 

カッタ—アッセンブリーの回転が止ま LJ ます。 


1) 食材を厶ラなく処理するためには、最初にパルススイッチ「◎」（黒色）を数回押して食材 
を少し刻んでください。 

パルススイッチ「◎」（黒色）の操作は、調理物のキサミおよび調理最初のかきまぜ撹拌操 
作に使用します。 調理加工物の粘度が増した状態のときは、モーターに異常な負荷が掛かり、 
故障の原因にな l j ますので使用しなし^でください。 


2) 連続調理スイッチ「©」（緑色）で処理をおこなってください。 


【注意！】処理中、異常音や振動が大きいときは、食材の量を減らしてください。 
そのまま処理を続けますと故障の原因にな LJ ます。 
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9. 調理が終われば、機械を止めてください。 

停止スイッチ「◎」（赤色）を押すと、カッター 
の回転が止まります。 本機専用電源も 『OFF 
(切）』にしてください。 



停止スイッチ[@1 
(赤) 


容器から調理物を取 y 出した L 」、 入れた y するときは、必ず停止スイッチ「◎」（赤色） 

を押して機械を止め、本機専用電源を 『OFF (切)』にしてください。誤って操作ス 

イッチに触れた場合、ケガをする恐れがあります。 

V_ y 


10. 容器蓋を開けてください。 


r a 危険ですから、容器蓋はカッターの回転が完全に止まってから開けてください。 


11. 調理物を取 y 出してください。 


1) 取手を持ち、容器を時計方向に少し回し、容器 
固定 ベースの 切り溝から容器固定ピンを外して 
ください。 



2) カッターアッセンブリーを付けたまま、容器 
を真っ直ぐ上に持ち上げ、モーター軸よ LJ 取 
y 外してください。 

3) カッターアッセンブリーを外してから他の容器 
に調理物を取し」出してください。 


/K 容器内から調理物を取 y 出すときは、 
必ず先にカッターアッセンブリーを外 

してください。 

V_ 
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1. 本機は、食材を粉砕、撹拌する機械です。目的以外のものには使用しないでください。 

2. ご使用の前には、カッターアッセンブリー、容器、容器蓋など食材に接する部分をきれいに洗浄 
してください。 

3. カッターの刃は非常に鋭利ですから、取 y 扱いに十分注意し、置き場所の安全にも気を配ってく 
ださい。 

4. カッターアッセンブリーの取 y 付け、取り外しの際は、必ず電源を切って、本機専用電源を 
『OFF (切）』にし、安全を確認してからおこなってください。 

5. 必ずカッターアッセンブリーを先に取 y 付けてから、調理材料を入れてください。 

6. 容器、カッターアッセンブリーが正しくセットされ、容器蓋がしっかし」閉まっているかをよく確 
認してから連続調理スイッチ「©」（緑色）を入れてください。 

7. 調理するときは、必ず容器蓋を閉め、蓋ロックレバーでしっか LJ □ックしてください。容器蓋を 
開けたまま連続調理スイッチ「©」（緑色）を入れても、安全装置が働くため機械は作動しません。 

8. 速度切換スイッチは、「高速」から「低速」には切 y 換えないでください。 

速度切換スイッチの操作方法は、11ページを参照してください。 

9. 調理材料は入れ過ぎなし'よろにしてください。 

1回に調理できる量は、調理材料によ y 異なりますが、目安として容器の1/3〜2/3の範囲 
内でご使用ください。 

1回に調理できる最大量以上の材料を入れますと、モーターに過負荷がかか y 、 内蔵のモーター 
保護装置がはたらいて回転を停止します。 

モーター保護装置がはたらいたときは、 

1) 停止スイッチ「◎」（赤色）を押してください。 

2) モーターへの過負荷の原因を取 y 除し〗てくだ'さい。 

a . 容器内の処理物の量を少なくしてください。 

b . 容器内に異物が混入していれば、それを取り除いてください。 

3) モーターを5分程度休ませてください。 

4) モーターが作動できる温度まで冷めますと、モーター保護装置が自動的に復帰します。 

操作手順にしたがって操作をおこない、正常に動作すればモーター保護装置は復帰しています。 
復帰を確認後、改めて調理を始めてください。 

10. 調理中および調理完了後に機械の運転を止めるときは、必ず停止スイッチ「◎」（赤色）を押し 
て止めてください。 

運転中に容器蓋を開けて運転を止める使いかたをしますと、本体内蔵のブリント基板とモーター 
を損傷し、故障の原因になります。 
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11. 容器蓋を開ける際は、カッターの回転が完全に止まつていることを確認してから開けてください。 

12. カッターアッセンブリーのプラスチック部分の耐熱温度は 80° C です。カッターの回転中は熱を 
持ちますので、処理中に8 CI ° C 以上になる熱し 〗 食材は入れなし\でください。 

13. 容器蓋、蓋パッキン、カッターアッセンブリーのブラスチック部分は、高温洗浄すると変形したり、 
変色する恐れがあ y ます。食器洗浄機などは、使用せずに8 0° C 以下のお湯で洗浄してください。 

14. 分解•組立てのときや、使用後は必ず停止スイッチ「◎」（赤色）を押して機械を止め、本機専用 
電源も 『OFF (切)』にしてください。感電したり、ケガの原因になることがあります。 
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カッターの分解と刃の付け替えかた 


ッターアッセンブリーの分解方法 


カッターは鋭利ですから、取 y 扱いには十分気をつけてください。ケガの原因にな y 
ます。 


1 . 本機専用電源を必ず切ってください。 

2. 容器固定ベースから容器を取 U 外してください。 

3. 容器固定ベースの正面の突起部に、カッター 
取外し固定具(樹脂製)をはめ込んでください。 

A カッター取外し固定具が損傷した場 
合は、使用しないでください。ケガ 

の原因にな y ます。新しいカッター 
取外し固定具をこ'購入ください。 

V_ ノ 

4. カッターの刃先に、カツターカバーを取 LJ 付 
けてください。 


5. カッターアッセンブリーをモーター軸に差し 
込んでください。 


6. カッターの下部の刃先が、カツター取外し固 
定具に当たるように向きを変えてください。 



7. カッターホルダーナットの穴部に、カッター 
取外し棒を差し込んで、反時計方向に回し、 
カッターホルダーナットを緩めてください。 

♦ 日常の分解洗浄を怠った y 、長期間放 
置しておいた場合は、カッターホルダー 
ナットが固着して緩まなくなることが 
あります。使用後は分解洗浄を必ずお 
こなつてください。 
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カッターホルダーサボートよ L J 、 カッターホ 
ルダーナツト、植彳脂リング、リング、カッター 
を外してください。 


樹脂リング 

リング 


リング 

リング 


カッターホルターサボート 





ターアッセンプリーの組立て方法 


b ツ 


I . カッターホルダーサボートにカッター、リング、樹脂リングをセットします。 


r 

/\ カッターは鋭利ですから、取 y 扱いには十分気をつけてください。ケガの原因にな y 

ます。 

V 


1) 上下の刃の間隔の変更は、リンク' (樹脂リング以外）の位置を変えておこなつてください。 

2) 刃の取り付け方向は、必ずバランスがとれるよろに等角度にしてください。 


【注意！】刃は、必ず等角度に取り付けてください。 

刃を等角度に取 y 付けないと、機械の故障の原因になります。 



2. カッターホルダーナツトを取り付けて、しっか y 締め付けてください。 


C \ 

/!\ カツ ター ホルダーサ ポー トのネジ部に付着物があると、カツ ター ホルダーナツトが完 
全に締まらないので、使用後は、きれいに洗浄してください。 

カツターホルダーナツトが完全に締まっていない状態で、使用されますと処理中にカツ 
ター ホルダーナツトが外れた LJ して危険です。 

V_/ 








平刃カッター 


◎牛、豚肉などの粉砕をはじめ、野菜などの 
切し」刻みに最適。 

♦レバームース、ソーセージ 用挽肉、白 
腸詰め、パテなどに最適。 



波刃カツタニ（オプション) 


◎主に堅いものの粉砕をはじめ、製菓製パン 
用の生地づく y に最適。 

♦エビ、貝類などの甲殻類の粉砕。 

とし」のガランテイ、サーモンムース、 
ブリオッシュ、マジパンなどに最適。 



平刃カッターの研ぎかた 
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洗浄と清掃 


【いつも安全で清潔にご使用いただくためと、機械を長持ちさせるために、次の場合、下記 
の手順に従って、必ず「基本的な洗浄」をおこなってください。】 

•初めて機械を使用する場合。 

•食材の処理後は速やかに毎回。 

•1 時間以上使用間隔が開く場合。 

• 3 0 分間使用（繰り返し処理する場合でも）の度に。 

「基本的な洗浄」 

l . 予備洗浄 （水または温水を使って機械を高速回転させ、処理物のカスを洗い流す。） 
n . 分解洗浄 （各部を分解し、除菌洗浄剤を使用して洗浄する。） 

I 

m . すすぎ洗浄 （水または温水を使って十分すすぎ洗いをし、洗剤成分を完全に洗い流す。） 

4 

N . 乾燥 （洗浄した各部品の水分を拭き取り、各部を空気乾燥させる。） 

4 

V . アルコール 除菌 （アルコール除菌剤をスプレーし、機械各部を除菌消毒する。） 


r 基本的な洗浄」は、 

•高品質の食品を作る前提条件です。 

•雑菌の発生を予防します。 

•機械の寿命を延ばします。 

洗浄を怠った y 、 不行き届きですと、処理物のカスが腐敗して雑菌が繁殖し、健康障害の原因に 
なることがあ y ます。 

また、処理物のカスがモーター軸部に溜まって固着すると、カッターの回転不良の原因になった 
し」、カッターアッセンブリーの分解が不可能にな y 、 鎬の発生や、故障の原因になることがあり 
ます。 

頻繁に洗浄することにより、機械を長持ちさせることができます。 
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r 基本的な洗浄」手順 

《容器、容器蓋、蓋パッキン、カッターアッセンブリー》 


I ■ 予備洗浄 

1. カッターアッセンブリーをセットした容器内に、無泡性あるいは、低発泡性の除菌洗浄剤を溶 
かした水を、容器の1/2程度入れてください。 

2. 調理スイッチを入れ、「高速」へ速度切換スイッチを回し、機械を約30秒間高速回転させて、 
容器内部、容器蓋内側、蓋パッキン、カッターアッセンブリーをすすぎ洗いして処理物のカス 
を洗い取ってください。 

※油脂分を多く含んだ食材を処理したときは、状態を見て回転時間を長くしてください。 

3. 洗浄した水は、容器を外して排水し、容器内を空にしてください。 


n . 分解洗浄 

【分解洗浄の際は、必ず「停止スイッチ」を押して機械を止め、本機専用電源も 『 OFF (切）』 
にしてからおこなつてください。】 


1 . モーター軸より、カッターアッセンブリーを抜き取つてください。 

カッターアッセンブリーを分解してください。（「カッターアッセンブリーの分解方法」参照) 

2. 本体よし」、容器を外してください。 

3. 容器蓋よ LJ 、 蓋パッキンを取 L 」 外してください。 


4. 本体から容器蓋を取 LJ 外してください。 

容器蓋は、ヒンジ部分の蓋支軸を抜き取ると、 
簡単に外れます。 



5. 取り外して分解した各部品を、除菌洗浄剤を溶かした水または温水でていねいに洗浄してくだ 
さい。 

※硬いタワシなどでこすると、傷が付く恐れがあ y ますので布かスポンジで洗つてください。 



/* \ 

A カツターは、非常に鋭利で危険ですから、直接刃の分部に触れないようにご注意くだ 
さい。 

/K カツターは、洗剤の入ったシンクなどに、浸けたままにしておかないでください。 

泡で刃が見えず大変危険です。 

V_ J 


【注意！】 平刃カツターおよび容器（ステンレス)、容器蓋の洗浄は速やかにおこない、洗浄 
液や水や湯に1〇分以上漬けたままにしないでください。 

漬け置きをしますと、金属部分が謂びる恐れがあ y ます。 


in . すすぎ洗浄 

1 . 除菌洗浄斉 ij を使用して洗浄した各部品を、きれし)な水または温水ですすぎ洗いをしてください。 

2. 洗剤成分が残らないよろに、十分に洗い流してください。 

N . 乾燥 

1 . すすぎ洗いした各部品は、速やかに除菌済みのきれいな乾いた布などで水分を拭き取つてくだ 
さい。 

2. その後、空気乾燥させてください。 

V . アルコール 除菌 

完全に乾燥してから、各部品に アルコール 除菌剤を スプレーして ください。 
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《モーター軸部、軸シールアッセンプリー部の清掃》 


1 . モーター 軸と、根元の軸 シール アッセンブリー 
部の清掃は、きれし 〗 な水で絞った布巾などで汚 
れをていねいに拭き取ってください。 

2. その後、空気乾燥させてください。 

3. 完全に乾燥してから、アルコール除菌剤をスブ 
レーしてください。 



X 清掃の際、 V リンク'、オイルシールに傷を付けないよろ特に注意してください。 

これらを損傷しますと、モーター軸内部へ処理液が流れ込み、故障の原因になることがあ y ま 
す。 


4. 軸シールアッセンブリーは、使用頻度によって 
異な y ますが、目安として1年に1度位交換し 
てください。 （1 セット、予備で付属） 

交換方法については、「軸シールアッセンブリー 
の交換のしかた」を参照ください。 


下 



▽リングを軸 シール 
アッセンプリーに取り 
付ける際は、向きに注 
意してください。 


軸シール 

アツセンブ U — 


軸シールアッセンブリーの交換のしかた 

1) 軸 シール 外しレンチを、軸 シール アッセンブ 
リーの形状に合ろ向きにして、モーター軸に 
差し込んでください。 

2) 軸シール外しレンチの上方の穴に、お手持ち 
のドライバーなどを差し込んで、反時計方向 
に回して、軸シールアッセンブリーを緩めて 
ください。 


3) その後、手で軸シールアッセンブリーを回し 
て取り外してください。 

4) 新しい軸シールアッセンブリーを、取り外し 
の逆の手順で取 L J 付けてください。 







《本体の清掃》 

1 . 本体と容器蓋は、次に示すものを含ませた、柔らかい布またはスポンジで順に拭いて、汚れや 
付着物をきれいに取ってください。 

1) 除菌洗浄剤を入れた水 

2) すすぎ用のきれいな水 


2. 清掃の後、空気乾燥させてください。 

3. 完全に乾燥してから、アルコール除菌剤をスブレーしてください。 


【注意！】本体は、水洗いしないでください。 

特に操作ノ《ネル部、蓋取付部の蓋安全スイツチ、 

モーター軸部には絶対に水を掛け 

ないでください。故障、漏電の原因にな y ます。 



《組み立て》 

各部の洗浄•清掃が終わし」ましたら、取外し、分解の手順を逆におこなって、元通 L 」 に組み立 
ててください。 
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1. 動物性脂肪や蛋白質を含む食品（牛乳、魚、肉など）を処理したときは、特に慎重に除菌洗浄 
をおこなっていただく必要があります。 

洗浄が不行き届きの場合、処理物のカスが腐敗したし」、雑菌が繁殖して健康障害の原因になる 
ことがあります。 

2. 洗浄時、温水を使って撹拌洗浄する場合は、必ず湯温を4 5 °C 以下にしてください。 

45 °C 以上の湯を使ラと、高速回転させたとき熱を持ち、やけどをする恐れがあります。 

3. 容器蓋（ポリサルホン樹脂)、蓋パッキン、カッターアッセンブリーの樹脂リングは、高温洗 
浄すると変形した y 、 変色する恐れがあります。 

食器洗浄機などは、使用せずに8 0° C 以下のお湯で洗浄してください。 

4. カッターおよびステンレス容器は、洗浄後、水分がついたまま放置しますと鎬びる可能性があ 
りますので、速やかに水気を切り、完全に乾燥させてください。 

また、洗浄の際、洗浄液や水やお湯に10分以上漬け置きしないでください。 

5. 清掃をするとき、クレンザー、酸類、ベンジン、ガソリン、シンナーなどは使わないでください。 
傷がついた y 、 破損の原因にな l j ます。 

6. 除菌洗浄をおこなう際の洗浄剤は、 無泡性お よ び低発泡性の除菌洗浄剤を使 用し、入れすぎな 
いよろにしてください。濃度が濃すぎると金属、ブラスチック、ゴムの部品を損傷します。 

7. 気泡性、強力な浸食性、有毒性のある洗浄剤は絶対に使用しないでください。 

8. やむを得ず、塩素系の洗剤や電解酸性水などを使用して洗浄をおこなろ場合は、鎬および腐食 
の原因にな y ますので、できるだけ速やかに洗浄をおこない、十分なすすぎ洗いの後、速やか 
に水気を拭き取って完全に空気乾燥させてください。 

9. 高速回転をさせる容器内の予備洗浄では、絶対に台所用中性洗剤は使用しなし'でください。 

10. 除菌洗浄剤、アルコール除菌剤の使用については、各々の定める使用濃度および、使用上の注 
意事項に従つてください。 


【参考】 

• 除菌洗浄剤は、下記のものを推奨します。 

除菌洗浄剤（無泡性） 

※弊社（エフ■エ厶•アイ）でも取 y 扱っていますので、入手が困難な 
場合はこ'注文ください。 

• アルコール除菌剤は、下記のものが適当です。 

アルコール除菌剤 . 「アルぺツト E 」 （サラヤ株式会社製） 
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エキストラ容器（オプション）の操作手順 


エキストラ容器は 、 R — 已用標準容器（以下、大容器）と同じ処理をしますが、少量仕込 
みの場合（材料が少量のため、大容器では仕上が y 状態が悪い場合や、少量の香辛料など 
の処理）にこ'使用ください。 


1 . 下記のエキストラ容器アッセンブリーの部品が揃っているか確認してください。 

1) エキストラ容器(内径：¢185 .高さ125画' 質量：1 .4 kg 、 容器容量： 3. 4し液体物処理量： 1.0 L ) ……1個 

2) エキストラ容器蓋パッキン . 1個 

3) 小カッターアッセンブリー（¢178.高さ80_) . 1個 

4) カッター取外し棒（小） . 1本 

5) 小カツター取外し固定具 . 1個 



2. 調理を始める前に、「洗浄と清掃」の項目を参照して、容器、容器蓋、カッターアッセンブリー、 
エキストラ容器蓋パッキンをきれいに洗浄•清掃してください。（標準のカツターアッセンブリー、 
容器の手順と同様） 


3. 容器蓋を開けてください。 

(10 ページ1項の手順と同様） 

4. R — 8用カッ ター アッセン ブリーを、モーター 
軸より抜き取ってください。 

5. 容器は取り外さず、そのままにしておいてく 
ださい。 
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6 . 


エキストラ容器専用の容器蓋パッキンを、容 

哭芸 (TilXU 日 lll_ 右 : ？协 (Ti 々 k 因ム .T 5 



7. エキストラ容器をセツトしてください。 

容器のブレードケーシングにエキストラ容器 
をはめ込み、左右いずれかに少し回してコト 
ンと落ち込む位置まで下げます。 

容器のブレードケ_シンク'上部の切し」欠き部 
と、エキストラ容器のブレードケーシンク'内 
のピンが嚙み合って正しくセツトされます。 


エキストラ容器 



8. エキストラ容器専用のカッターアッセンブ 
リーをエキストラ容器内のモーター軸に差し 
込み、左右いずれかに少し回してコトンと落 
ち込む位置まで下げてください。 


9. 調理する材料をエキストラ容器内に入れてく 
ださい。 

10. 容器蓋を閉めてください。 


小カッターアッセンプリー 



11. 本機専用電源を入れてください。 


12. 速度切換スイッチを操作してください。 


13. 連続調理スイッチ「①」（緑色）を入れて調理をしてください。 
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14. 調理が終われば、停止スイッチ「◎」（赤色）を押して機械を止め、本機専用電源も 『OFF (切)』 
にしてください。 


/K 容器から調理物を取 L 」 出した L 」、 入れた y するときは、必ず停止スイッチ「◎」（赤色） 

を押して機械を止め、本機専用電源を 『OFF (切)』にしてください。誤って操作ス 

イッチに触れた場合、ケガをする恐れがあります。 

V_ y 


15. 調理物を取 y 出してください。 

1) 容器蓋を開けてください。 


/K 危険ですから、容器蓋はカツターの回転が完全に止まつてから開けてください。 


2) エキストラ容器の取手を持って、小カッターアッセンブリーを付けたまま真上に持ち上げて 
モーター軸よ L 」 エキストラ容器を取り外してください。 

3) 小カツターアッセンブリーを外してから他の容器に調理物を取り出してください。 


/K 容器内から調理物を取り出すときは、必ず先に小カッターアッセンブリーを外してく 
ださい。 

V,_ y 


16. エキストラ容器による調理が終われば、エキストラ容器蓋パッキンを外してください。 

17. 使用後は、なるべく早く各部を洗浄•清掃してください。 

1) エキストラ容器、小カッターアッセンブリー、エキストラ容器蓋パッキンを「洗浄と清掃」 
の項に準じて洗浄してください。 

2) 容器蓋の内側をきれいに拭し、てください。 

3) モーター軸は、濡れた布巾などできれいに拭いてください。 

小カッターアッセンブリーの分解方法 

1) 容器は取 U 付けておいてください。 

2) 小カッター取外し固定具を、モーター軸に差 
し込み、ブレードケーシンク'の上部の切し」欠 
き部に、小カッター取外し固定具の凸部を合 
わせてはめ込んでください。 

3) 小カッターアッセンブリーを、モーター軸に 
差し込んでください。 

4) ホルダーナットの穴部にカッター取外し棒を 
差し込んで、反時計方向に回してホルダーナツ 
卜を緩めてください。 


小カッターアッセンプリー 
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ブレードケーシンク 



液体物を 3.4 L 入れた 
ときの液面の位置 


5. 液体物を処理するときは、 1.0 L 以内で処理 
してください。 

ブレードケーシングの上端よ y 多く液体物を 
入れますと、モーター軸部よ y 機械内部に流 
れ込み、故障の原因にな L 」 ます。 

6. カッターの刃の部分は、非常に鋭利で危険で 
すから、取り付け、取り外し、分解、洗浄の 
際は、取し」扱いに十分注意してください。 


エキストラ容器使用上の注意 

1 . エキストラ容器は、容器の中にセツトして使用する構造になつています。 

したがつて、本体にエキストラ容器のみ取 y 付けて使用することはできません。 

2. エキストラ容器を使用の際は、必ず容器蓋の内側にエキストラ容器蓋パツキンを取り付けてくだ 
さい。 

エキストラ容器蓋パツキンを付け忘れますと、処理中、エキストラ容器の振動、および調理物が 
エキストラ容器の外に飛び散ることがあし」ますのでご注意ください。 

3. エキストラ容器蓋パツキンを容器蓋に取 LJ 付ける際、パツキンの向きを間違わないよろご注意く 
ださい。 （27 ページ6項参照） 

パツキンの向きが逆ですと、液状の処理物が漏れることがあ y ます。 

4. 調理材料は入れ過ぎなし\よろにしてください。 

1回に処理できる量は、調理材料によ y 異なりますが、目安として容器の1/3〜2/3の範囲 
内でご使用ください。（エキストラ容器の容器容量は 3. 4 L です。） 


7. エキストラ容器を使用しないときは、必す エクストラ容器蓋パッキンを外しておいてください。 
外し忘れて大容器を使用しますと、処理中に小パッキンが大容器の中に落下する恐れがあ y ます 
ので特にご注意ください。 

8. エクストラ容器蓋パッキンを保管する際、カッターの刃先に触れないところに置いてください。 
小カッターアッセンブリーが入ったエキストラ容器の中に、エクストラ容器蓋パッキンを入れて 
おいたりしますと切れた y 傷が付いた y しますのでご注意ください。 


国017 
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故障の診断と手当 


故障かなと思われ修理を依頼する前に、次の項目を確認してください。 

症状が改善されなし\ときや「手当」の欄に「お買上げ店へ連絡してください。」と記載されている場合は、 
本機の停止スイッチ「◎」を押して機械を止め、本機専用電源も 『OFF (切）』にして、早急に 
お買上げ店へ連絡してください。 


※ご連絡の場合は、本機の型式名•機番お買上げ日•故障状況（できるだけ詳しく）をお知らせください。 


状 態 

診 断 

手当 


本機専用電源が 「OFF (切）」 
になつていませんか9 

本機専用電源を 「ON (入)」にして 
ください。 


容器は、正しくセツトされてい 
ますか9 

容器を正しくセットしてください。 


容器蓋は、正しくセツトされて 
いますか？ 

容器蓋を正しくセットしてください。 

連続調理スイッチ「〇」 （ 緑 
色）を押しても動作しない。 

停電ではあ LJ ませんか9 

通電するのを待ってください。 


モーター保護装置が動作してい 
s 可能性があ L 」 ます。 

停止スイッチを押して、機械を止め 
本機専用電源を 「OFF (切）」にし 
て、時間を置いてから再度本機専用 
電源を 「ON (入）」にしてください。 


漏電遮断器が切れていません 
か？ 

「OFF (切)」になっている場合は、 

お買上げ店へ連絡してください。 


丈夫な所に設置していますか^? 

丈夫な場所に設置してください。 

本体から異常音が発生する。 

据え付けが悪く、がたついてい 
ませんか9 

水平で平らな場所に据え付けてくだ 
さい0 

本機に何か触れた状態になつて 
いませんか9 

接触しているものを取し」除いてくだ‘ 
さい0 


容器蓋は、正しくセツトされて 
いますか？ 

容器蓋を正しくセットしてください。 

モーターから異常音が発生 
する。 

回転振動が大きい。 

機械の故障の可能性があ y ます。 

お買上げ店へ連絡してください。 

漏電遮断器が切れる 

漏電遮断器のレノ \'一の位置が「〇 
F F (切)」になつていませんか9 

漏電遮断器が 「OFF (切)」に作動 
した場合には、お買上げ店へ連絡し 
てください。レバーが「〇 FF (切）」 
になっていると漏電している可能性 
があ L 」 ます。無理にレバーを 「ON 
(入)」にすると、感電や火災の原因 
になります。 

電源コードやプラグが異常 
に熱くなる。 

- 

お買上げ店へ連絡してください。 
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エフ•エム•アイ商品保証書 



株式会社エフエム•ヌイ 

本社：〒538-〇044大阪市鶴見区放出東3 丁目11番31号 Tel . 06(6969)9393 
東京支店：〒 105-0013 東京都港区浜松町2丁目8番14号 Tel .03(3436)9470 
営業所札幌：〒〇 03-0002 札幌市白石区東札幌二条5丁目4番1号 Tel . 011(813)8651 
仙台：〒 983-0034 仙台市宮城野区扇町2丁目1番9号 Tel . 022(238)571 1 
名古屋：亍 454-0822 名古屋市中川区四女子町2丁目46番地 Tel . 052(361 )7891 
広島：〒73卜0102広島市安佐南区川内6丁目43番9号 Tel . 082(876)1855 
福岡：〒 812-0839 福岡市博多区那河1丁自3〇番21号 Tel .092(481 )2931 
サ： ビス盛岡：〒020 -01 24盛岡市厨川4 丁目14番5号 Tel . 01 9(648)5390 
AX 金沢：〒92卜8027金沢市神田1丁目23番11号 Tel .076(243)7810 
四国：〒 768-0012 香川県観音寺市植田町155番地1 Tel .0875(57)5161 
鹿児島：〒 890-0073 鹿児島市宇宿1丁目15番8号 Tel . 099(263)8281 
東京サ-ビスファ外リ-:〒 105-001 3東京都港区浜松町2丁目11番7号 Tel . 03(3432)4955 
ホー ムページ http :// www . fmi . co . jp / 
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